
　NPO法人つがる縄文の会（川嶋大史理事長）が「北海道・
北東北の縄文遺跡群」の世界文化遺産登録１周年を記念し、
「2022語り部教室」を開催しました。
　語り部教室では、市学芸員が本年度行った田小屋野貝塚
の発掘調査の状況を報告。調査した区域の北側で縄文時代
前期の竪穴建物跡を複数確認し、さらに居住域が広がるこ
とや平安時代の井戸跡のほか、ウマの歯も出土したことな
どを紹介しました。
　そして、一般社団法人三内丸山応援隊の一町田工代表理
事が、「ボランティア活動としての取り組み」と題して講
演。救護や障害者への対応など、いろいろな業界の人を呼
んで研修を受けていることやお客さまからの質問に分から
ないときは分からないと答えるようにしていることなどを
紹介。ボランティアをする上で、人との出会いを大切にす
ること、自分自身のやりがいを持つこと、地域社会貢献の
一部を担っている責任があることの３つを大事にしてほし
いとアドバイスしました。

語り部教室　縄文への理解を深める

　この日、市内の小学生を対象に、ボランティア団体「チー
ムなないろ」（川村沙織代表）が主催する冬休みの宿題サ
ポートが開かれました。
　市社会福祉協議会が場所の提供などに協力したほか、木
造高校の生徒10人がボランティアで参加。児童たちとの距
離を縮めようとコミュニケーションを取りながら、宿題の
丸付けや分からない問題の解き方などをサポート。初めの
うちは緊張した様子の児童もいましたが、すぐに打ち解け、
熱心に高校生の解説を聴いていました。
　ボランティアに参加した木造高校１年の永田華さんは
「少しでも人の役に立ちたいと思って参加した。教えたこ
とを児童が理解してくれてうれしかった」と話しました。
　川村代表は「木造高校の生徒たちが丁寧に教えてくれて
助かった」と笑顔を見せました。

児童と笑顔でコミュニケーションを取る永田さん(右)

児童の宿題サポート　木高生もボランティアで参加

　第18回つがる市消防団出初式が開催されました。56分
団から団員約900人と消防車両72台が参加。雪が降りしき
る中、観閲者の倉光市長による服装点検を受けた団員たち
は、勇壮に分列行進し、本年の活動に向けて士気を高めま
した。
　松の館で行われた式典では、倉光市長が「不屈の消防精
神のもと、地域住民から信頼される消防団員として一層精
進することを切望します」と団員たちを激励。続いて団長
より「いつ何時起こるかもしれない災害に備え、常に消防
団員としての責務を忘れることなく、一人一人が地域の防
災の要であることを自覚してほしい」と訓示がありました。
　また、リンゴ収穫期に盗難防止の夜間パトロールを自発
的に行った森田第６分団（山田）が団長表彰を受け、勤続
30年以上の勇退団員１人に感謝状が贈られました。 雪の中を一糸乱れぬ分列行進を披露する団員たち

　誇りをもってボランティアガイドをがんばってほしいと
　エールを送る一町田代表理事

各消防団勇ましく　出初式
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まちの話題
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市営住宅入居者を募集します《空家募集》
団地名・所在地 募集

戸数
建築
年度 構造 アン

テナ 照明 汚水
処理 家賃月額(円)

桜木団地　
木造桜木８-２ １戸 平成29 木造平屋６連戸

１LDK ○ ○ 下水道 15,200～29,800

桜木団地　
木造桜木８-２ １戸 令和３ 木造平屋4連戸

２LDK ○ ○ 下水道 23,000～45,300

月見野丘団地　
森田町森田月見野356-11 １戸 平成５ 木造平屋１戸建て

２LDK 〇 × 浄化槽 14,000～27,600

第2月見野丘団地　
森田町森田駒ケ渕30-16 １戸 平成６ 木造平屋２連戸

２LDK × × 浄化槽 14,200～27,900

森田第2若緑団地　
森田町上相野若緑50 1戸 平成19 木造平屋２連戸

２LDK × 〇 浄化槽 22,500～44,200

つきみの団地
森田町森田月見野300-２、３ ２戸 平成

13、14
木造平屋１戸建て
２LDK × × 浄化槽 17,700～35,500

玉水団地　
柏玉水岸田24-７ １戸 平成１ 木造平屋１戸建て

３DK × × 下水道 15,200～22,000

鶴野団地　
柏桑野木田鶴野７-２ 1戸 平成４ 木造２階建て

５連戸　３DK 〇 × 下水道 18,200～35,800

屏風山団地　
車力町屏風山１-98 １戸 平成13 木造平屋２連戸

２LDK 〇 〇 下水道 18,300～35,900

富萢団地　
富萢町荘野61-37、
屏風山１-169

２戸 平成11 木造平屋１戸建て
２DK 〇 〇 下水道 16,500～32,400

※全ての物件に浴室、浴槽、給湯器および灯油タンクあり。
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募集期間等 ２月14日（火）～２月21日（火）　８時30分～17時15分（閉庁日を除く）
入居は３月下旬～４月中を予定しています。

申請資格

①現在同居しているか、これから同居しようとする親族がいること。（満60歳以上の高齢者等は単
身での申し込み可。桜木団地１LDKに限り20歳以上の単身での申し込み可）②申請者の世帯の収
入が政令で定める収入基準であること（一般・単身世帯は月額158,000円以下、裁量世帯(※)は
月額214,000円以下）③税の滞納がないこと④住宅に困窮していることが明らかなこと ⑤独立し
て生計を営んでいること（離婚を前提とした申込みはできません）⑥暴力団員でないこと（同居
予定者を含む）
※裁量世帯とは
　子育て世帯▶申請者に同居し扶養する小学校就学前の子どもがいる世帯
　高齢者世帯▶申請者が60歳以上で、かつ同居予定者の全員が60歳以上または18歳未満の世帯
　障害者世帯▶ 申請者または同居予定者が障害者（次の要件）の世帯・身体障害者手帳（１～４級）、

精神障害者保健福祉手帳（１～２級）、愛護手帳（A・B）の交付を受けている方

必要な
提出書類等

①入居希望申請書（用紙は市役所建築住宅課にあります）②マイナンバーカード（入居希望者全
員分）③過去３年間、税の滞納がないことの証明書（同居予定者を含む）④令和５年度市・県民
税申告書の写しまたは、令和４年分源泉徴収票の写し（18歳以下の所得のない方を除き全員分）
⑤運転免許証等の本人確認書類（窓口に来られる方）⑥借家・アパートにお住まいの方は賃貸契
約書の写し ⑦入居予定者に障害者手帳の交付を受けている方がいる場合は手帳の写し
※ 転入された方や市外にお住まいの方、家族構成によってはその他の書類が必要となりますので、

窓口でご確認ください。

申し込み後 応募書類を審査・選考後に入居の可否を通知します。選考された方は、家賃３カ月分の敷金と、
連帯保証人２人（税の滞納がない方で所得のある方）が必要となります。　

そ　の　他
市営住宅では、いかなる理由があっても犬や猫、鳥などのペットの飼育は一切禁止です。
給湯器および灯油タンクを設置したため、月見野丘団地、第２月見野丘団地およびつきみの団地
の家賃は令和５年４月から上がります。（各2,700円～6,200円）

【申し込み・問い合わせ先】建築住宅課　電話42-2111（内線382・383・386）


